
次期プランにおける重点戦略の展開方向

（次期プラン各論検討案）

資料３

栃木県総合政策部総合政策課

平成27年10月



第１部　　重　点　戦　略

 とちぎを支える企業応援プロジェクト  地域包括ケアシステム構築推進プロジェクト

重　点　戦　略　構　成

１　人づくり ２　産業・成長 ３　健康・安心

➣　目指す「とちぎの将来像」の実現に向け、部局横断的に取り組む「プロジェクト」で構成する５つの重点戦略を設け、重点的取組を展開

➣　各プロジェクトには、数値目標を設定し、重点的取組の成果検証等を行いながら、次期プランの着実な推進を図る。

 輝く女性活躍推進プロジェクト  とちぎの農林業成長プロジェクト  共生社会実現プロジェクト

 未来を創る「とちぎ人」育成プロジェクト  とちぎの産業躍進プロジェクト  健康長寿とちぎづくりプロジェクト

 夢をつむぐ子ども・子育て支援プロジェクト

ポ イ ン ト

分野計画との一体的推進市町との連携多様な主体との協働 行財政基盤の確立

４　安全・基盤 ５　地域づくり

 魅力あるとちぎの地域づくりプロジェクト

 とちぎの文化創造プロジェクト

 とちぎの誇りプロジェクト

第２部　重点戦略の推進に向けて

 持続可能なエネルギー社会実現プロジェクト

 災害に強いとちぎの基盤づくりプロジェクト

 暮らしやすい「まち」づくりプロジェクト

 感動共有スポーツ推進プロジェクト  観光立県とちぎプロジェクト  暮らしの安心実現プロジェクト
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　凡例　○：重点的取組　　【　　】：指標例（具体的な数値目標等は第２次素案において、整理）

　≪確かな学力の育成と教育環境の整備≫ 　≪結婚､妊娠･出産､子育て支援の充実≫ 　≪あらゆる場面における 　≪スポーツを通じた人づくり≫

 ○　学習意欲と学力の向上及びきめ細か  ○　結婚を望む若い世代に出会いの機会 　　　　　　女性の活躍と参画の促進≫  ○　スポーツに親しむ機会の提供と世代

 　な指導ができる教育環境の整備 　 を提供する環境づくりの推進  ○　あらゆる場面における女性の活躍と 　 間・地域間交流の拡大による健やかな

重 点 戦 略 １ 人 づ く り

➣　自ら学び、考えることのできる確かな学力、豊かな心、健やかな体を身に付け、未来に向かって、たくましく生きるとちぎの人材の育成

➣　若い世代が結婚、妊娠・出産、子育ての希望をかなえられるよう、社会全体で支援する環境づくりの推進

➣　女性が個性と能力を発揮し、活躍できる社会の形成に向けた、女性も男性も共に輝く「とちぎ」づくりの推進

➣　国民体育大会・全国障害者スポーツ大会に向けた競技力向上や県民がスポーツに親しむ機会と交流の場の拡大

戦略展開の基本的方向

次代を拓き、地域を支える人を創る「とちぎ」を実現するため、次の４つのプロジェクトを重点的に推進

未来を創る「とちぎ人」育成

プロジェクト
輝く女性活躍推進プロジェクト

感動共有スポーツ推進

プロジェクト

夢をつむぐ

子ども･子育て支援プロジェクト

 　な指導ができる教育環境の整備 　 を提供する環境づくりの推進  ○　あらゆる場面における女性の活躍と 　 間・地域間交流の拡大による健やかな

　【全国学力・学習状況調査平均正答率】  ○　妊産婦の相談支援体制の充実や産科 　 参画に向けた官民協働の支援体制づく 　人づくりの推進

　 医療提供体制の確保など、安心して妊  　り 　【スポーツ活動実施率】

　≪豊かな心と健やかな体の育成≫ 　 娠・出産ができる体制の整備推進 　【職業紹介による女性就職率】

 ○　豊かな人間関係の構築と健康な社会  ○　市町が提供する教育・保育サービス 　【県審議会等委員に占める女性の割合】 　≪競技力向上のための取組推進≫

　生活を送るための健全な心身の育成 　 の充実への支援、多子世帯の経済的負  ○　国体・全国障害者スポーツ大会の本

　【新体力テストに係る指標】 　 担等の軽減 　≪ワーク・ライフ・バランスの推進≫ 　 県開催を見据えた選手・指導者の育成、

　 【婚姻件数】  ○　働き方を見直し、職場や地域社会に 　 環境整備等の推進

　≪高校教育の充実≫ 　 【妊娠･出産に満足している者の割合】 　 おいて、男女ともに活躍できるワーク 　【国体の天皇杯順位と得点】

 ○　課題解決力や自らの生き方を考える 　 【保育所等待機児童数】 　・ライフ・バランスの推進 　【県障害者スポーツ大会参加選手数】

　 力を培う教育の推進 　【男性の育児休業取得率】

 ○　地域を支える産業教育の充実 　≪子どもを守りはぐくむ体制づくり≫

 ○　家庭環境等に左右されない健やかな

　≪グローバル人材の育成≫ 　 成長のための地域の見守り体制づくり

 ○　語学力、コミュニケーション能力、

　国際的視野を持った人材の育成 　≪障害のある子ども

　　　一人ひとりに応じた支援の充実≫

 ○　障害のある子どもへの切れ目ない

　 支援体制の整備
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　凡例　○：重点的取組　　【　　】：指標例（具体的な数値目標等は第２次素案において、整理）

　≪ものづくり産業の発展≫ 　≪中小・小規模企業の成長促進≫ 　≪農林業を支える人材の確保・育成≫ 　≪選ばれる観光地づくり≫

 ○　重点５分野のイノベーション創出や  ○　創業・第二創業、事業承継など新た  ○　新規就農者・林業新規就業者の確保・  ○　観光資源の磨き上げやブランド化、

　 先端ものづくり産業（航空機・医療機 　 な事業展開への支援等による地域企業 　 育成 　 滞在性の高い旅行商品開発の促進

重 点 戦 略 ２ 産 業 ・ 成 長

➣　本県産業の力強い成長を実現するため、強みである重点５分野など製造業の産業集積を生かした更なる発展を促進するとともに、時代の潮流をとらえた新たな産業を創出

➣　県民の暮らしを支える安定した雇用の確保に向けて、中小・小規模企業の持続的発展を支援するとともに、産業を支える人材を確保・育成

➣　園芸生産の拡大や農産物輸出の推進等による本県農業の更なる成長と、とちぎ材の新たな需要創出等による林業・木材産業の成長産業化を実現

➣　東京オリンピック・パラリンピック開催等の好機や恵まれた観光資源を最大限に生かし、選ばれる観光地づくりを進め、国内外からの観光誘客を強化

戦略展開の基本的方向

多様な産業が雇用を創出し、成長と豊かさをもたらす「とちぎ」を実現するため、次の４つのプロジェクトを重点的に推進

とちぎの産業躍進プロジェクト とちぎの農林業成長プロジェクト 観光立県とちぎプロジェクトとちぎを支える企業応援プロジェクト

　 器・次世代自動車）に係る人材育成や 　 の持続的発展を促進 　【青年新規就農者数】  ○　オールとちぎ体制による受入態勢の

　 研究開発等を支援 　 【経営革新計画承認件数】 　【林業新規就業者数】 　 整備

　 【開業率】

　≪フードバレーとちぎの推進≫ 　≪成長産業へと進化する農業の確立≫ 　≪戦略的な観光誘客の推進≫

 ○　産学官金連携のもと、豊かな水や農 　≪多彩な地域資源の活用促進≫  ○　園芸生産の更なる拡大と水田・畜産経  ○　大型観光キャンペーン等による集中

　 林水産物を生かした食品関連産業の技  ○　地域資源の魅力を引き出し、国内外 　 営の大規模化や複合化等の促進による収 　 的な誘客宣伝活動の展開

　 術開発等の取組を支援 　 の販路開拓や商品開発等を行う事業者 　 益性の高い経営体の育成

　 の取組を促進  ○　オリジナル品種の開発や６次産業化、 　≪外国人観光客の誘客強化≫

　≪新たな産業の創出・育成≫ 　 農産物輸出の積極的な拡大  ○　東アジア・東南アジアを対象とした

 ○　健康ニーズの高まりや労働力の減少 　≪就労支援の充実強化≫  　【農業生産に係る指標】 　 外国人の観光誘客の強化

　 等を見据えた新産業・新分野を創出  ○　就労支援の充実や人材還流を促す仕 　【観光客入込数】

　 【製造品出荷額等】 　 組みづくりを推進 　≪林業・木材産業の成長産業化≫ 　【観光宿泊数】

 ○　とちぎ材の安定的な供給体制の構築・ 　【外国人宿泊数】

　≪企業誘致の推進≫ 　≪多様な産業人材の確保・育成≫ 　 高付加価値化や用途拡大等による新たな

 ○　立地環境を生かした企業誘致や企業  ○　職業生活の基礎となるキャリア形成 　 需要の創出

　 定着促進、産業団地整備など立地しや 　 支援や経営をリードする人材の育成 　 【林業産出額】

　 すい環境づくりを推進  　【年間ＵＩターン就職者数】

　 【工場等立地件数】
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　凡例　○：重点的取組　　【　　】：指標例（具体的な数値目標等は第２次素案において、整理）

　≪県民の健康づくりの推進≫ 　≪在宅医療・介護連携の推進≫ 　≪障害者が安心して 　≪高齢者の交通事故抑止≫

 ○　子どもの基本的な生活習慣や食習慣  ○　在宅医療サービスの基盤整備の推進 暮らすことができる地域づくり≫　  ○　高齢者を交通事故から守る環境づく

　 ・運動習慣の定着促進  ○　医師や訪問看護師、ケアマネジャー  ○　障害や障害者への理解促進  　りの推進

重 点 戦 略 ３ 健 康 ・ 安 心

➣　誰もが生涯にわたり健康で活躍できる環境づくりの推進や、良質で適切な医療を受けることができる地域医療提供体制の確保

➣　高齢者が住み慣れた地域において、自分らしい暮らしを人生の最後まで続けられるよう、地域包括ケアシステムの構築を推進

➣　子どもや高齢者を事故や犯罪から守る環境づくりなど、日々の暮らしにおける安全・安心の確保

➣　障害の有無等に関わらず、誰もが互いを尊重し、共に支え合いながら暮らし続けることができる環境づくりの推進

戦略展開の基本的方向

健康で安心して暮らすことができる「とちぎ」を実現するため、次の４つのプロジェクトを重点的に推進

健康長寿とちぎづくりプロジェクト 共生社会実現プロジェクト 暮らしの安心実現プロジェクト
地域包括ケアシステム

構築推進プロジェクト

 ○　健康づくりに係る県民運動の推進や  　などの多職種連携体制の構築  ○　障害者の地域移行・定着の推進  ○　高齢者への交通安全教育の推進

 　生活習慣の改善に取り組みやすい社会  　【訪問看護事業所の訪問看護師数】  ○　障害者の就労支援の充実  　【高齢者の交通事故死者数】

    環境づくり・心の健康づくりの推進  　【障害者の地域移行数・雇用率】

 ○　生活習慣病や歯・口腔疾病等の予防・ 　 ≪介護サービスの充実≫ ≪事故や犯罪が発生しにくい地域づくり≫

 　重症化防止に係る検診の受診促進等  ○　在宅介護サービスなどの基盤整備の 　≪ノーマライゼーションの推進≫  ○　住民等との連携・協力による犯罪の

　 【がん・心臓病・脳卒中による死者数】 　 推進  ○　地域福祉の総合的推進  　未然防止や検挙

 ○　介護人材の養成・確保  ○　ユニバーサルデザインの地域づくり  ○　学校周辺の子どもの安全確保

　≪安心の地域医療提供体制の確保≫  　の推進  　【刑法犯認知件数】

 ○　医療従事者の確保・定着や医療需要 ≪多様な住まい・住まい方の確保≫

 　に沿った病床の機能分化・連携の促進  ○　高齢者が安心して暮らすことのでき ≪消費生活における安全・安心の確保≫

　 【医療機関従事医師数】  　る多様な住まいの確保  ○　消費者教育の推進や相談機能の充実

 ○　食の安全・安心の確保

　≪高齢者の活躍促進≫ 　≪生活支援の充実≫

 ○　高齢者の社会参画促進に係る仕組み  ○　通院や買い物の際の移動や見守り等

 　づくり  　多様な担い手による生活支援の充実
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　凡例　○：重点的取組　　【　　】：指標例（具体的な数値目標等は第２次素案において、整理）

　≪災害から県民を守る強靭な地域づくり≫ 　≪コンパクトな「まち」づくり≫ 　≪再生可能エネルギーの利活用の推進≫

 ○　自助、互助・共助、公助に基づく地域における防  ○　持続可能で機能性の高いコンパクトな拠点の形成  ○　再生可能エネルギーの積極的な利活用及び分散型

　 災活動の促進 　 による都市機能や集落機能の維持 　 エネルギーの導入拡大

➣　大規模な自然災害の発生に備え、ハード・ソフト両面からの防災・減災対策や社会資本等の老朽化対策等の推進による災害に強い「とちぎ」の構築

➣　地域資源を生かした再生可能エネルギーの利活用や次世代自動車の普及促進等による、エネルギー自給率の向上と安全で持続可能なエネルギーへの転換

➣　持続可能で誰もが暮らしやすいコンパクトな「まち」づくりの推進や市町間の広域連携の促進

重 点 戦 略 ４ 安 全 ・ 基 盤

戦略展開の基本的方向

安全で快適な生活と産業を支える基盤が整う「とちぎ」を実現するため、次の３つのプロジェクトを重点的に推進

災害に強いとちぎの基盤づくりプロジェクト 暮らしやすい「まち」づくりプロジェクト 持続可能なエネルギー社会実現プロジェクト

　 災活動の促進 　 による都市機能や集落機能の維持 　 エネルギーの導入拡大

 ○　防災・危機管理体制等の充実・強化や各種社会資  ○　定住自立圏等の形成などによる市町間の広域連携  　【エネルギー自給率】

　 本の防災・減災対策の推進  　の促進

 ○　多数の県民が利用する大規模建築物等の耐震化の  　【小さな拠点等取組件数】 　≪低炭素社会に向けた取組の推進≫

　 促進  ○　省エネルギー化など、地球温暖化防止への取組の

　 【防災訓練の参加率】 　≪公共交通の維持・確保≫ 　 推進

　 【多数の者が利用する大規模建築物等の耐震化率】  ○　地域の実情に応じた公共交通の維持・確保

 　【公共交通に係る指標】

　≪社会資本等の老朽化対策の推進≫

 ○　老朽化した社会資本等の計画的な維持管理・更新

 　等の推進
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　凡例　○：重点的取組　　【　　】：指標例（具体的な数値目標等は第２次素案において、整理）

　≪多様な主体との協働や連携・交流による地域づくり≫ 　≪伝統文化を通じた世代間・地域間交流の促進≫ 　≪とちぎへの愛着や誇りの醸成≫

 ○　地域課題への対応や特色ある地域づくりの推進  ○　伝統文化の継承・活用等による世代間・地域間交  ○　若い世代のふるさと栃木への理解促進

➣　多様な主体との協働・連携による地域づくりの推進や、とちぎでの暮らしに関する積極的な情報発信や相談支援体制の充実等による移住・定住の促進

➣　とちぎの優れた文化等の継承やその活用による地域の活性化

➣　ふるさと栃木の魅力等の再認識による愛着や誇りの醸成、東京オリンピック・パラリンピック開催を好機とした積極的な発信等によるブランド力の向上

重 点 戦 略 ５ 地 域 づ く り

戦略展開の基本的方向

豊かな自然・伝統文化を次代に引き継ぎ、人を惹きつける「とちぎ」を実現するため、次の３つのプロジェクトを重点的に推進

魅力あるとちぎの地域づくりプロジェクト とちぎの文化創造プロジェクト とちぎの誇りプロジェクト

 ○　交流人口の増大による地域活性化  　流の促進

 　【地域づくり団体数】  　【伝統文化の継承等に係る指標】 　≪発信力の強化ととちぎのブランド力の向上≫

 ○　とちぎの魅力・実力の発信等によるブランド力の

　≪住みたい・住み続けたい地域づくり≫ 　≪文化・芸術に親しむ環境づくり≫  　向上

 ○　県内大学等との連携による地元定着の促進  ○　県民の文化・芸術活動の促進  　【地域ブランド力順位】

 ○　とちぎの魅力や暮らしなどの積極的な情報発信  　【文化・芸術に係る指標】

 ○　移住等に関する相談・受入体制の充実 　≪とちぎの豊かな自然の継承≫

 　【移住者数】  ○　県民協働による豊かな自然の保全と適正利用の促進
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